
平成２７年第１２回 三種町選挙管理委員会会議録  

 

１ 開催日時  平成２７年１０月１４日（水） 午前９時００分  

２ 開催場所  三種町役場 第１会議室  

３ 出席委員  近藤 範夫、田村 明、川田 耕司、加賀谷 得子  

４ 欠  席  者  なし  

５ 事  務  局  書記長 木村 信悦、書記 石井 靖紀、清水 真  

        門間 淳子、池内 和人  

６ 付議された案件は、次のとおりである。  

  報告第１９号 裁判員候補者の予定者の選定について  

  報告第２０号 検察審査員候補者の予定者の選定について  

  議案第７０号 三種町下岩川財産区議会議員一般選挙における選挙

運動費用収支報告書の要旨の公表について  

  議案第７１号 秋田海区漁業調整委員会委員選挙人名簿の調製につ

いて  

  議案第７２号 秋田海区漁業調整委員会委員選挙人名簿の縦覧につ

いて  

  議案第７３号 三種町土地改良区総代選挙の選挙期日について  

議案第７４号 選挙会の場所、日時等について（三種町土改）  

  議案第７５号 選挙長の事務を行う場所について（三種町土改）  

  議案第７６号 立候補の届出の受付について（三種町土改）  

  議案第７７号 投票用紙の様式について（三種町土改）  

  議案第７８号 告示方法について（三種町土改）  

  議案第７９号 選挙長及びその職務代理者の選任について（三種町

土改）  

  議案第８０号 選挙立会人の選任について（三種町土改）  

  議案第８１号 不在者投票を行うことができる施設の指定について 

 

午前８時５７分開会  

 

木村書記長  おはようございます。若干時間前ですけども皆さんお揃

いですので、只今から平成２７年第１２回三種町選挙管理

委員会を始めさせていただきます。始めに委員長よりご挨

拶をお願いします。  

近藤委員長  どうも皆さんおはようございます。秋冷の候ということ

で、今まであまり天気が良くなかった訳ですが、少しずつ



回復してきているように思います。また、紅葉真っ盛り、

なべっこの季節となりまして、石倉山の駐車場にも車が沢

山止まって賑やかな感じであります。  

       本日は、１４件ほど案件ございますので、よろしくご審

議の程お願い致します。  

       それでは会議を進めさせていただきます。  

       本日の会議録署名委員の指名ということで、田村委員と

加賀谷委員にお願い致します。  

       案件に入ります。報告第１９号「裁判員候補者の予定者

の選定について」ということで、事務局より説明をお願い

します。  

清水書記   報告第１９号「裁判員候補者の予定者の選定について」。 

       裁判員の参加する刑事裁判に関する法律第２１条第１項

の規定により、裁判員候補者の予定者を次のとおり選定し

た。  

１ 選定人数 ２２人  

２ 裁判員候補者予定者名簿 別紙のとおり  

お手元の「報告第１９号・第２０号別紙」の１頁をご覧

ください。この中の「３選定の結果（１）裁判員候補者予

定者」でございます。  

今年の本町の選定人数として、秋田地方裁判所から２２

人の割当が通知されております。これを受けまして、９月

９日にくじを実施し、１頁と２頁に記載の２２名を選定し

ております。  

選定の方法でございますが、裁判員につきましては、衆

議院議員の選挙権を有する者の中から市町村選挙管理委

員会がくじで選定するというふうに法律で定まってござ

います。具体的には、裁判所から配付されたコンピュー

タ・プログラムを使いまして、９月定時登録の選挙人名簿

登録者１５，６７３人の中から無作為で抽出しております。 

議案集の１頁の下の方に記載してございますが、今回選

定されました２２名につきましては、県内の各市町村で選

定された予定者とともに、来年１年間の裁判員候補者とし

て秋田地方裁判所の名簿に登載されます。  

そして、裁判員裁判の対象となる凶悪事件等が発生した

場合に、その候補者名簿の中から、１事件につき裁判員６



名と補充裁判員がくじで選任されることになります。  

報告第１９号についての説明は、以上でございますが、

報告第２０号の検察審査員と併せまして、議案集３頁から

５頁に制度内容と名簿調製について記載しておりますの

で、こちらもご参照いただければと思います。  

近藤委員長  それでは、名簿を確認いただきながら、只今の説明につ

いてご意見、ご質問等ございましたらご発言願います。  

 

      （各委員、暫時候補者予定者名簿を確認）  

 

近藤委員長  皆さん、ご質問等ございませんか。  

      （「ありません。」の声あり。）  

近藤委員長  特に無いとのことですので、報告第１９号を原案どおり

承認してよろしいでしょうか。  

      （「異議ありません。」の声あり。）  

近藤委員長  異議無しとのことですので、報告第１９号は原案どおり

承認致します。  

       続きまして、報告第２０号「検察審査員候補者の予定者

の選定について」、事務局より説明をお願いします。  

清水書記   はい。報告第２０号「検察審査員候補者の予定者の選定

について」。  

      検察審査法第１０条第１項の規定により、検察審査員候

補者の予定者を次のとおり選定した。  

１ 選定人数 ８５人  

２ 検察審査員候補者予定者名簿 別紙のとおり  

先程ご覧いただきました「報告第１９号・第２０号別紙」

の２頁（２）が「検察審査員候補者予定者」でございます。  

今年の選定人数と致しまして、秋田検察審査会から８５

人の割当が通知され、９月９日に２頁から６頁に記載の８

５名を選定しております。  

選定の方法でございますが、裁判員と同じく衆議院議員

の選挙権を有する者の中からの選定となっておりますの

で、同じコンピュータ・プログラムを使いまして、９月定

時登録の選挙人名簿登録者の中から無作為抽出で選定し

ております。  

なお、検察審査員の候補者予定者につきましては、第１



群から第４群ということで、任期ごとに選定することにな

っております。  

名簿のア第１群２１名につきましては、任期が２月１日

から７月３１日までの６カ月間でございます。  

次に、３頁のイ第２群２１名につきましては、任期が５

月１日から１０月３１日までの６カ月間。  

４頁のウ第３群２２名につきましては、８月１日から１

月３１日までの６カ月間。  

５頁のエ第４群２１名につきましては、１１月１日から

４月３０日までの６カ月間というふうになっております。 

       最後に、議案集２頁の参考のところをご覧願います。  

本町では８５人の選定でありますが、能代検察審査会の

管内４市町で４００人の候補者が選定されます。この中か

ら能代検察審査会がくじを行いまして、第１群から第４群

まで、それぞれ５人又は６人が選任されます。  

各群で任期が３ヶ月ずつ重複するように組まれており 

まして、年間を通して検察審査員の定員１１人が配置され

るようになっております。  

以上で、報告第２０号についての説明を終わります。  

近藤委員長  はい。それでは、名簿をご確認いただきまして、ご意見、

ご質問等ございましたらお願い致します。  

 

      （各委員、暫時候補者予定者名簿を確認）  

 

加賀谷委員  よろしいですか。  

近藤委員長  はい。  

加賀谷委員  例えば、お年を召して施設に入っている方や住所がこち

らにあっても行方の分からない方、そういった方も三種町

に住所があればくじで選定されるということのようです

が、私の把握している範囲では、７７番の方、家はあるけ

ども空き家のような状態で、住んでらっしゃらないと思い

ます。また、７９番の方については、施設に入っていると

思われます。  

       任期が６カ月で、再度くじで選任ということですので、

問題は無いとは思いますが。  

清水書記   はい。只今のご指摘についてですが、９月上旬に秋田検



察審査会に候補者予定者名簿を送付しておりますが、検察

審査会の方で、１１月中旬に候補者全員に通知を送付しま

す。その際に、もし住所があっても実際は県外で生活して

いる、あるいは施設に入所していて従事できないというよ

うな場合には、その旨調査票で回答できることになってお

ります。また、空き家の場合は、宛所不明で配達されませ

んので、その時点で把握されることになります。  

加賀谷委員  わかりました。  

近藤委員長  他に何かございませんか。  

      （「ありません。」の声あり。）  

近藤委員長  特に無いようですが、報告第２０号、原案どおり承認し

てよろしいでしょうか。  

      （「はい。」の声あり。）  

近藤委員長  それでは、報告第２０号は原案どおり承認と致します。  

       続きまして、議案第７０号「三種町下岩川財産区議会

議員一般選挙における選挙運動費用収支報告書の要旨の

公表について」ということで、説明をお願いします。  

清水書記   はい。議案第７０号「三種町下岩川財産区議会議員一般

選挙における選挙運動費用収支報告書の要旨の公表につ

いて」。  

       公職選挙法第１９２条第１項の規定により、平成２７年

８月３０日執行の三種町下岩川財産区議会議員一般選挙

における候補者の選挙運動に関する収支報告書の要旨を

別紙のとおり公表する。  

      公表の方法 三種町掲示場に掲示する。  

       各候補者の収支報告書の要旨につきましては、次の７頁

から１２頁に別紙として載せてございます。  

       財産区議会議員の選挙につきましては、公職選挙法の町

村の議会議員の規定が適用されますので、各候補者の出納

責任者は、選挙運動に関する全ての収入・支出について記

載した「選挙運動費用収支報告書」を、領収書など関係書

類と一緒に選挙管理委員会へ提出しなければなりません。

提出期限は、選挙期日から１５日以内で、今回の選挙では

９月１４日でございます。  

       また、選挙管理委員会がこの報告書を受理したときは、

その要旨を公表しなければなりません。  



       提出期限の９月１４日までに候補者６名全員に係る報告

書が提出されましたことから、事務局で点検し、国の様式

に準じて要旨をまとめたものが、２頁以降の報告書要旨で

ございます。  

今回は無投票でございましたが、ご覧のとおり、いずれ

の候補者につきまして、収入、支出ともゼロという報告に

なっております。  

       議案第７０号の説明は、以上でございます。  

近藤委員長  はい。只今の説明につきまして、ご意見、ご質問等ござ

いましたらお願い致します。  

田村委員   よろしいでしょうか。  

近藤委員長  はい、どうぞ。  

田村委員   立候補者が出納責任者を兼ねることはできるんでしょう

か。  

清水書記   はい。立候補者本人が出納責任者を兼ねることは可能で

ございます。  

田村委員   わかりました。  

近藤委員長  他にご意見、ご質問ございませんでしょうか。  

      （「ありません。」の声あり。）  

近藤委員長  それでは、議案第７０号を原案どおり決定してよろしい

でしょうか。  

      （「異議ありません。」の声あり。）  

近藤委員長  ご異議無いようですので、議案第７０号を原案どおり決

定致します。  

       続きまして、議案第７１号、議案第７２号については、

海区選挙人名簿の調製に関するもので関連ございますの

で、一括上程致します。事務局より説明をお願いします。 

清水書記   はい。始めに、議案第７１号「秋田海区漁業調整委員会

委員選挙人名簿の調製について」。  

       漁業法第８９条第１項の規定により、平成２７年９月１

日現在において調査した秋田海区漁業調整委員会委員選

挙人名簿を、別紙のとおり調製する。  

       お手元の議案第７１号別紙が、今回調製致しました選挙

人名簿でございますが、名簿の説明の前に、議案集１４頁、

１５頁の方で、海区漁業調整委員会委員選挙の選挙権と名

簿調製事務について、簡単に説明をさせていただきたいと



思います。  

冒頭の部分でございますが、海区漁業調整委員会につき

ましては、都道府県ごとに設置される行政委員会で、定数

は１０人、そのうち６人が選挙によって選ばれることにな

っております。  

そのため、海区に沿う沿岸部の市町村の選挙管理委員会

が、毎年９月１日現在で選挙権のある者を調査して、選挙

人名簿を調製することになっております。秋田県内では、

八峰町からにかほ市まで８つの市町で、それぞれ選挙人名

簿を調製致します。  

次に、海区の選挙権等でございますが、「１」に記載の  

とおり、  

①漁業者又は漁業従事者であること、  

②その海区に沿う市町村に、住所又は事業場を有すること、 

③１年に９０日以上、漁船を使用する漁業を営み又はこれ

に従事すること、この３つの要件が必要となります。  

次に、「２」選挙人名簿調製の一連の流れでございます。 

①、選挙権を有する者は、毎年９月１日現在により、９

月５日までに、選挙人名簿調製のための申請書を、市町村

選管に提出することになります。海区の場合は、選挙権の

ある者からの申告により選挙人名簿を調製するという形

がとられておりますが、申請がない者につきましても、補

充的に職権での登録が認められております。  

そして、②市町村の選管は、有権者本人からの申請に基

づき、９月１日現在で選挙権を有するかどうかを調査し、

③毎年１０月１５日までに選挙人名簿を調製することと

なります。  

選挙人名簿調製後、④１０月２０日から１１月３日まで

の１５日間、町役場等において縦覧に供することになりま

す。  

最後に、⑥のところでございます。選挙人名簿は縦覧に

供した後、１２月５日付けで確定致します。そして、翌年

の１２月４日までの１年間据え置かれ、その期間中効力を

持ち、その期間内にもし選挙があれば、その名簿が用いら

れることになります。  

海区選挙は任期が４年で、来年８月に改選がございます



ので、その際は、今回調製の選挙人名簿を使用することに

なります。  

       参考までに、合併した平成１８年から今年まで１０年間

の選挙人名簿登録者数の推移を記載してございますが、合

併当初は７６人の登録でございましたが、今年は４５人と

いうことで、ご覧のとおり年々減少傾向にございます。  

       それでは、別紙の選挙人名簿をご覧願います。  

       ３頁の方に選挙人名簿登録内訳ということで記載してご

ざいますが、性別では男４３人、女２人、合計４５人の登

録なっております。  

法定の登録申請期間が９月１日から９月５日までとい 

うことで、この期間に申請書の提出があった者が９名でご

ざいます。この他に、漁業協同組合の正組合員名簿で選挙

権の確認を致しまして、３６人を職権で登録しております。 

議案第７２号についての説明は、以上でございます。  

       続きまして、議案集１６頁。議案第７２号「秋田海区漁

業調整委員会委員選挙人名簿の縦覧について」。  

      公職選挙法第２３条第１項の規定により、平成２７年１

０月１４日現在で調製した秋田海区漁業調整委員会委員

選挙人名簿について、次のとおり縦覧に供する。  

１ 縦覧の場所 三種町選挙管理委員会事務局  

２ 縦覧期間 平成２７年１０月２０日から平成２７年

１１月３日まで  

海区選挙人名簿につきましては、法律で縦覧期間が定ま

っておりますので、記載のとおり縦覧を行うこととしてお

ります。  

以上で、海区選挙人名簿の調製に関します議案第７１号、

第７２号の説明を終わります。  

近藤委員長  はい。それでは、只今の説明につきまして、選挙人名簿

の方も確認いただきながら、ご意見、ご質問等がございま

したらご発言願います。  

 

      （各委員、暫時選挙人名簿を確認）  

近藤委員長  皆さん、ご意見、ご質問等何かございませんか。  

      （「ありません。」の声あり。）  



近藤委員長  特に無いようですが、議案第７１号及び議案第７２号を

原案どおり決定してよろしいですか。  

      （「異議ありません。」の声あり。）  

近藤委員長  ご異議無いようですので、原案どおり決定と致します。  

      続きまして、議案第７３号から議案第８０号までは、い

ずれも三種町土地改良区総代選挙に関するもので関連が

ございますので、一括上程致します。事務局より説明をお

願いします。  

清水書記   それでは、順番に説明申し上げます。  

始めに、議案第７３号「三種町土地改良区総代選挙の期

日について」。  

       土地改良法施行令第６条第３項の規定により、三種町土

地改良区総代選挙の期日を次のとおり定める。  

選挙期日 平成２７年１１月１８日（水）  

     告  示  日 平成２７年１１月１１日（水）  

選挙すべき総代の数 ４０人  

選挙区ごとの総代数は、記載のとおりでございます。  

内容でございますが、三種町土地改良区の総代の任期が

１２月１７日に満了となるに伴い、土地改良法施行令の規

定により、任期満了の日の前３０日以内に選挙を行う必要

がございますが、この期日につきましては、土地改良区と

の協議に基づきまして、平成２７年１１月１８日（水）に

定めたいとしております。  

併せて、告示日を、選挙期日前７日の１１月１１日（水）

としております。  

なお、選挙すべき総代の数につきましては、土地改良区

の定款で定めることとなっておりまして、各選挙区ご覧の

とおり３人乃至７人となっております。  

      次に１８頁をお開き願います。  

      議案第７４号「選挙会の場所、日時等について」。  

       平成２７年１１月１８日執行の三種町土地改良区総代選

挙における選挙会の場所及び日時を次のとおり定める。  

１、投票を行う場合。選挙会の場所は、９選挙区とも八

竜農村環境改善センター、日時は１１月１８日（水）午後

３時３０分。投票の時間は、午前８時から午後３時まで。 

２、投票を行わない場合。選挙会の場所は、同じく八竜



農村環境改善センター。日時につきましては、同日午前１

０時からとしております。  

なお、投票、無投票、両方の選挙区がある場合は、投票

事務と並行して、午前１０時から無投票選挙区の選挙会を

行いまして、投票終了後の午後３時３０分から開票と選挙

会を行うことになります。  

続きまして、議案第７５号「選挙長の事務を行う場所に

ついて」。  

       平成２７年１１月１８日執行の三種町土地改良区総代選

挙における選挙長の事務を行う場所を次のとおり定める。 

      選挙長の事務を行う場所  

第１選挙区から第９選挙区まで 三種町選挙管理委員会 

事務局  

       内容でございますが、選挙長の職務としまして、立候補

の届出受付等ございますが、その執務場所を本庁の選管事

務局に定めたいとしております。  

次に、議案第７６号「立候補の届出の受付について」。  

       平成２７年１１月１８日執行の三種町土地改良区総代選

挙における立候補の届出の受付は、次により行う。  

１ 期日 平成２７年１１月１１日から１２日まで  

２ 時間 午前８時３０分から午後５時まで  

３ 場所 三種町選挙管理委員会事務局  

内容でございますが、総代選挙における立候補の届出に

つきましては、土地改良法施行令の規定により、選挙期日

の告示のあった日から２日間となっておりますことから、

ご覧の日時、場所で受付を行いたいとしております。  

       次に、議案第７７号「投票用紙の様式」について。  

       平成２７年１１月１８日執行の三種町土地改良区総代選

挙における投票用紙の様式を土地改良法施行令第１１条

第１項の規定により次のとおり定める。  

 総代選挙の投票用紙の様式につきましては、土地改良法

施行令の規定により、選挙管理委員会が定めるとなってお

りますことから、町の選挙の投票用紙に準じて、ご覧のと

おり定めたいとしております。  

       次に、議案第７８号「告示方法」について。  



       平成２７年１１月１８日執行の三種町土地改良区総代選

挙に関する告示については、三種町選挙管理委員会規程第

１９条の規定にかかわらず、次に定める掲示場に掲示して

行うものとする。  

掲示場所 三種町土地改良区、三種町役場、三種町琴丘総

合支所、三種町山本総合支所  

説明致しますと、選挙に関する告示につきましては、規

程の第１９条で、町の一般的な告示の方法に準じて、町内

９か所の掲示場に掲示して行うというふうに規定されて

おります。しかしながら、総代選挙につきましては、選挙

人が土地改良区の区域に限定されますことから、告示の場

所を関係する区域の４か所に定めたいというものでござ

います。  

       次に２３頁、議案第７９号「選挙長及びその職務代理者

の選任について」。  

       平成２７年１１月１８日執行の三種町土地改良区総代選

挙における選挙長及びその職務代理者を別紙のとおり選

任する。  

２４頁の別紙をご覧ください。  

選挙長につきましては、１に記載の９名。職務代理者に

つきましては、２に記載の９名の選任としております。  

総代選挙の選挙長等につきましては、組合員資格が必要

となりますことから、人選は、土地改良区からの推薦に基

づいて行っております。  

       次に２５頁の議案第８０号「選挙立会人の選任について」。 

       平成２７年１１月１８日執行の三種町土地改良区総代選

挙における選挙立会人を別紙のとおり選任する。  

       ２６頁の別紙をご覧ください。  

       選挙立会人につきましては、土地改良法施行令の規定に

より、各選挙区２人から４人までの選任と定められており

ます。  

立会人つきましても、土地改良区からの推薦を受けて各

選挙区２名ずつご覧のとおり選任したいとしております。 

       以上、三種町土地改良区総代選挙関連の議案と致しまし

て、議案第７３号から議案第８０号まで一括してご説明さ

せていただきました。ご審議の程よろしくお願い致します。 



近藤委員長  只今の説明につきまして、ご質問等ございましたらご発

言願います。  

 

      （各委員、暫時議案を確認）  

 

近藤委員長  改良区の面積はどれくらいですか。  

清水書記   すみません。面積は把握しておりません。  

近藤委員長  皆さん、ご質問等ございませんか。  

      （「ありません。」の声あり。）  

近藤委員長  特に無いようですので、議案第７３号から議案第８０号

まで原案どおり決定してよろしいでしょうか。  

      （「異議ありません。」の声あり。）  

近藤委員長  ご異議無いようですので、原案どおり決定と致します。  

       続きまして、議案第８１号「不在者投票を行うことがで

きる施設の指定について」、事務局より説明をお願いしま

す。  

清水書記   はい、２７頁でございます。議案第８１号「不在者投票

を行うことができる施設の指定について」。  

 公職選挙法施行令第５５条第２項の規定による不在者 

投票のできる施設として、秋田県選挙管理委員会に次の施

設について指定の申出をする。  

１ 名称  介護老人保健施設 やよい  

２ 所在地  三種町鹿渡字猿田牛渕２５番地６２  

３ 施設概要等  別紙のとおり  

４ 指定を適当とする理由 不在者投票指定施設の併設 

施設であり、かつ、不在者投票を行うために適する場所、

設備を有し、入所者の大半が要介護状態にあるため。  

内容について、説明致します。  

このたび、鹿渡の介護老人保健施設「やよい」から新た

に不在者投票の指定施設となることについての申出がご

ざいましたので、指定機関である秋田県選挙管理委員会に

対し、本選管から指定の申出を行うことについて、ご審議

いただくものでございます。  

まず、本件につきまして、１０月１日付けで議案第８１

号別紙の指定申請書が提出されておりますので、その内容

を説明致します。  



本件の介護老人保健施設「やよい」につきましては、介

護老人保健施設「やかた」の増床に伴って設置されたもの

でございまして、定員は２０名でございます。  

不在者投票の投票記載所は、機能訓練室という部屋を利

用する予定でございます。  

事務体制につきましては、ご覧のとおり施設長以下３７

名となっております。  

２頁目をお開きください。  

施設の平面図でございます。  

介護老人保健施設「やかた」に併設されてございまして、

投票所が設置される機能訓練室は、「やかた」への渡り廊

下の入り口に位置しております。投票の際は、渡り廊下の

行き来を引き戸で遮断して、さらに、パーテーションで仕

切りを設けるなどして、投票スペースの確保と秘密保持を

図ることになっております。  

以下、３頁は職員体制、４頁は施設の位置図、５頁以下

は施設概要となっております。なお、６頁に、入所者は要

介護認定を受けた要介護者であることの説明がございま

す。  

施設の概要につきましては、只今ご説明したとおりでご

ざいますが、本日お諮りするにあたりまして、事前に私と

池内の２名で、施設職員立会いの下、現地確認を行いまし

て、申請書の記載に相違ないことを確認してございます。 

なお、病院、老人ホーム等の不在者投票施設の指定基準

について申し上げますと、概ね５０人以上の人員を収容で

きる規模を有していることが１つの目安となっておりま

すが、本件の「やよい」のように、それを下回る場合であ

っても、不在者投票の適正な管理執行が確保できると判断

される施設につきましては、指定ができるというふうにな

っております。  

以上、提出された申請書、現地確認の結果に基づき整理

致しますと、「やよい」につきましては、不在者投票施設

として指定済みの介護老人保健施設「やかた」の増床のた

めに併設された施設でございます。不在者投票に適する場

所と設備を有しており、投票の秘密保持や投票用紙の保管

等についても特に問題はないと認められます。また、入所



者は要介護者でございますので、投票の便宜を図ることが

望ましいと思われます。  

以上のことから、三種町選挙管理委員会として秋田県選

挙管理委員会に対し、不在者投票施設の指定を願い出るこ

とについては、適当であるというふうに判断してございま

す。  

議案第８１号についての説明は以上でございます。よろ

しくご審議の程お願い致します。  

近藤委員長  はい。只今の説明につきまして、資料をご確認の上、ご

質問等ございましたらお願い致します。  

 

      （各委員、暫時資料を確認）  

 

近藤委員長  皆さん、何かございますか。  

      （「ありません。」の声あり。）  

近藤委員長  無いとのことですが、議案第８１号を原案どおり決定し

てよろしいでしょうか。  

      （「異議ありません。」の声あり。）  

近藤委員長  それでは、議案第８１号は原案どおり決定と致します。  

       以上で、本日の案件の審議は終了しました。  

       次に、その他として、事務局の方からお願いします。  

清水書記   それでは、議案集２８頁の方で、今後の予定について説

明させていただきます。  

      （以下、資料に基づき説明）  

清水書記   私からの説明は、以上でございます。  

近藤委員長  はい、ありがとうございました。委員の皆さんの方から

何かございませんか。  

近藤委員長  無ければ、これで本日の委員会を閉会致します。長時間

にわたり、ありがとうございました。  

 

午前１０時３分閉会  
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